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学生スタサフ
①4/ 1 0 ( 日) 1 7 :0 0 ～ 1 8 :0 0 戦災復興記念館第2 会議室

④ 4 / 2 3 ( 土) 1 0 :0 0 ～ 1 1 :0 0 エルソ ー ヲ仙台研修室

④4 / 2 4 ( 日) 1 4 :0 0 ～ 1 5 :0 0 多賀城市相活動サボ十 センタ ー 大会議

④5 / 6 (金) 1 8 :0 0 ～ 1 9 :0 0 エルソ
ー ヲ仙台研修室

5 月8 日( 日) 9 : 0 0 ～ 1 7 : 0 0 _
ご

場 所 / 多賀城市市民活動サポ ー トセンタ ー

多賀城市中央2 - 2 5 - 3

※募集締切は第1 匝l研修終了時まで ★先着9 0 名
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パ ソコ ン もしくは携帯電話にて､ 下記ペ ー ジより
お申し込みください ｡

h tt p :〝rn i y a g i - m i n a t o m a c h iJ i m d o . c o m /

みなとの まち1 0 0 k m 徒歩の 旅/

みやぎみなとまちづくり市民会議



ざ写『みなとのまち1 0 0 k m 徒歩の旅』をこ存知でしようか?
今年で1 1 匡旧 を迎 える『みなとのまち1 0 0 k m 徒歩の旅』は､ 地域の子ど宅達が､ 宮城県の 塩電市､ 多賀城市､ 七 ヶ浜町､

利府町､ 松島町( 2 市 3 町) の1 0 0 k m におよぶ道のりを､ 4 泊5 ∃かけて歩き抜く事業ですこ

この旅を通して ､ 子 ども達は仲間と助け合いながら友情や他人との協調性を養い ､ 自ら課題を見つ け自ら学び､ 問題を解決

するとい った ｢生きる力｣ を育むことができますム

学生スタ ッフ は､ 本番まで に救命救護やマッサ
ー

ジ､ 子どもとのかかわり方などを約1 5 回の 研修で学び､ 当日の事業に臨み

ますこまた､ 当日は子ども達と共に歩く歩行班､ 皆 の姿をビデオやカメラで撮影する広報記録班 ､ 食事の世話をする生活班など

に分かれ､ 5 E] 問子ど宅運と共に過ごし､ サポ
ー

トしますこ

大学3 年/ ザキ

大学3 年/ じゆん

あなたは､ 想い合い支え合い尊敬し合う｢仲間｣ はいま

すか? 仲間と共 に同じひとつ の目標に向かつ ていく｢場

所｣ はありますか? 何か に本気 になれる ｢時 間｣ はあり

ますか? 仲 間と涙 を流 し｢ 感動｣ を分かち合っ たの はし1

つ ですか? 自分と向き合い､ 自分を成長 させ｢新 しい 自

分｣ を発見できていますか? 一歩踏 み出せ ば､ たくさん

の素敵な｢出会い｣ があなたを待っています｡

こども達 と一緒に歩く中で 自分 がこども達 に生 きる力

を教 えるだけでなく､ こども遠 からたくさんの大切 なこ

とを敢 えても らっ た ｡ 本番前 の研修 では自分 自身そ して

仲間と向き合 うことで､ 考え方や自分の可 能性を広げる

ことがで きました｡ この事業を通 して､ たくさんの仲間

や新たな自分､ 物事を広 い視野 でみることができるよ

うになる! た っ た一度 しかこない夏､ 蚤高の想 い出を!

大 学3 年/ し- ちゃん

高校2 年/ み- こ

● 実 施 日 : 8 月7 日( 巨) ～ 8 月1 1 日( 木)

● 開催場所: 宮城県の塩竃市 ､ 多賀城市 ､ 七ヶ浜町 ､ 利府町､ 松島町

●参 加 費: 5 ,0 0 0 円(食費 ､ 飲み物代 ､ 保険料 ､ 研修代など)

※研修や合宿等の交通費 ･食費は含みません｡

事業終了後､ 寄せ書きをしたT シャツ ､ 記念文集 ､
D V D を進呈します｡

●お申込方法 : 表面に記載

●募集締切 : 5 月8 E ( E ) ※第1 回研修終了時まで

･ 子どもと触れ合うのが好き!

･ 何か新しい ことに挑戦したい !

･ 人と関わることが好き!

･ 熱 い夏を過ご したい!

･ 教育に興味がある!

･ 身体を動かすことが好き!

･ 自分を変えたい! 成長したい!

ブログ更新中!

｢ みなとのまち1 0 0 k m 徒歩の旅｣
h t t p :〟bI o g s .y a h o o . c o .j p / m i n a t o 1 0 0 k m

1 0 0 km 徒歩 の旅と いう事業 に携わり､ 今年で3 年目に

な りま す｡ 時 に ､ つ らい ことや 苦 しい こともあ りまし

た が､ そんな とき､ 本気で 向 き合 っ てくれる仲間 がい

ま した｡ だか らこそ､ 続 けて これ た し､ 私にとっ て､ 大

好 きな場 所です｡ 本番 に向けて､ 子 どもたち のため に

何ができる のか｡ 私 たち と一緒 に考え､ 本気の夏 を過

ごしませんか｡

私は小学 生の 頃に参加 して､ 高校生で もスタッフと し

て参加できることを知り､ 去年参 加 しました ｡ とても不

安でしたが ､ 自分を成長させることが出来 ました｡ たく

さんの人と出会 うことがで き､ 自分で も知 らない 自分

を 知ることが 出来ま した｡ ただ歩 くだけではな く､ た

くさんの ことを学ぺ ます｡ 私達 と一緒に参加 してみま

せんか?
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